
MADE IN MALAYSIA

(FBC666-1)

W795×D250×H460mm

底板：5kg（静止荷重）
天板 /地板 / 側板：プリント紙化粧繊維板
棚板 /扉板：強化ガラス

　　　　：脚部：天然木





家電製品の











組み立てのポイント （カムロックの取り付け）

カムロックの取り付け＜カムロックをカムロックネジの片側に取り付ける場合＞
「カムロック」はネジの頭を家具の表面に見せずに、美観性を保ちながら接合するボルトとネジのことです。

1

2

カムロックネジを下穴に取り付けてく
ださい。

これ以上回らないというところまで
回してください。

カムロックネジに、接続するパーツを
かぶせ、カムロックネジの頭部のみが
穴から見える状態になっていることを
確認してください。

ください。

ネジの
頭部だけが
見える

垂直に
きっちり
ねじ込む

※ 商品によっては「カムロック」を使用しない場合もございます。その際は本稿を飛ばしてお読みください。
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4

組み立てのポイント （カムロックの取り付け）

3

ドライバーでカムロックを時計回りに
ゆっくり約180度程度回して、取り付
けの完成です。

カムロックは、おおよそ90~180度の
範囲で締め付けが利くような構造に
なっています。

ネジ穴の
長いほうが

カムロックネジの
方に向くように

約180度

カムロックの向きに注意しながら、
穴にかぶせます。

※180度以上無理やりにカムロック
を回すと、カムロックが破損します。

完成

カムロックがうまく回せない、または固定できない場合

■カムロックネジの過度の締めすぎ。（カムロックネジの頭部が穴の中心に届いていない。）
■カムロックネジが完全にねじ込まれていない。（カムロックネジの頭部が穴の中心を超えている。）
■カムロックネジが板・部材と垂直に取り付いていない。
■ネジ穴の長いほうがきちんとカムロックネジの方に向いていない。

以下のような状態になっていないかどうか、確認を今一度お願いいたします。
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①右側板 ×1 ②左側板 ×1 ③天板 ×1 ④地板 ×1

⑤仕切り板 ×1 ⑥右側背板 ×1 ⑦左側背板 ×1 ⑧エッジ ×4

×15 ×16

×2 ×12 ×4

×4 ×4

Ⓒカムロック受け Ⓓカムロックネジ

Ⓕマグネット一式 Ⓖ脚部用ネジ Ⓗ脚部

Ⓘ鉄プレート Ⓙ脚部用ボルト Ⓚ六角レンチ ×1

Ⓑ接着剤 ×2

×8Ⓔガラス吸盤

Ⓛカムロック受け ×1

Ⓐ地板用ネジ ×6



×8 ×2Ⓜ ×16

組立部品・パーツ

部品・パーツの確認
■組み立ての前に、必ず部品・パーツの番号・形状を下の一覧で確認してください。
■ネジなどの細かい部品はなくさないようにまとめ、組み立ての際に使用する分だけ取り出すようにしてください。
※部品・パーツが足りなかった場合は、お手数をお掛け致しますが、購入店を通じて、弊社にお問い合わせください。

下図を参考に部材にパーツを取り付けてください。1

組立説明図

（プラスドライバーを用意し、安全のために必ず２人以上で組み立てを行ってください。）

パーツの取り付け
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組み立てに必要な道具

ドライバーハンマー

Ⓓカムロックネジで固定する Ⓕマグネットの固定方法

Ⓕ

Ⓓ

①

②

③

⑧

⑤

⑤

⑤の板には両面にⒹを取り付けてください

Ⓝマグネット用 Ⓞガラス棚板

×4

Ⓟガラス扉 ×2

Ⓝ

ネジ隠しシール ネジ



1-2

2
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①

②

⑧

⑧ ⑧

⑧

カムロックの固定方法
Ⓒ

Ⓓ

カムロックの固定方法

⑦

Ⓑ接着剤で固定する

⑤ ⑥

Ⓒ

Ⓓ

Ⓑ接着剤で固定する

パーツの取り付け
Ⓑ接着剤で固定後、カムロックの取り付けを行ってください。

背板の取り付け
Ⓑ接着剤で固定後、カムロックの取り付けを行ってください。

⑤

⑦



⑤

Ⓑ接着剤で固定する

天板の取り付け３

４ 地板の取り付け
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カムロックの固定方法

③

⑦

⑥

Ⓑ接着剤で固定する

Ⓛ

Ⓛ

Ⓒ

③
⑦

⑥

④

Ⓐ

Ⓑ接着剤で固定後、カムロックの取り付けを行ってください。

Ⓑ接着剤で固定後、Ⓐ地板用ネジで固定してください。

Ⓜ



カムロックの固定方法
Ⓒ

Ⓓ

Ⓖ

Ⓑ接着剤で固定する

④

⑦ ③

⑥

①
④⑦

③②

④
Ⓗ

Ⓘ
Ⓙ

組立説明図
（プラスドライバーを用意し、安全のために必ず２人以上で組み立てを行ってください。）

Ⓑ接着剤で固定後、カムロックの取り付けを行ってください。５ 左・右側板の取り付け

下記のように、脚部をⓀ六角レンチを使用し組み立て、Ⓖ脚部用ネジで取り付けてください。６ 脚部の取り付け
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組立説明図
（プラスドライバーを用意し、安全のために必ず２人以上で組み立てを行ってください。）

Ⓔガラス吸盤を差し込み、Ⓞガラス棚板を取り付けてください。7 ガラス棚板の取り付け

本体にⒻ内のガラスヒンジ・ガラスヒンジ受けを差し込みます。8 ガラス扉の取り付け
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ガラスヒンジ

ガラスヒンジ受け

①

⑤

Ⓔ

①
⑤

②

④

Ⓕ

②

Ⓕ

Ⓕ

Ⓞ

Ⓟ
右 左

※ネジ穴が内側になるように本体に取り付けを行ってください。



組立説明図
（プラスドライバーを用意し、安全のために必ず２人以上で組み立てを行ってください。）

ガラスヒンジ受けを天板の差し込み穴に取り付けます。
Ⓟガラス扉板をガラスヒンジに差し込み、ネジで固定します。
Ⓜネジ穴隠しでネジ穴を隠します。

8-2 ガラス扉の取り付け

8-3 マグネット受けの取り付け
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③

①
④

Ⓜ

Ⓕ

Ⓕ

Ⓟ

マグネット受け
クッション

③

①
④

Ⓟ

下図を参考にマグネット受けの取り付けを行ってください。
※一度クッションを取り付けると取り外しづらい為、取り付ける際はマグネットの位置を確認し、
　マグネット受けの取り付けを行ってください。



（プラスドライバーを用意し、安全のために必ず２人以上で組み立てを行ってください。）

組立説明図

9 完成
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ネジの緩み等がないことを確認して完成


